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次世代型地熱発電の有望地域評価手法の開発

2050年ゼロカーボン達成に向けた将来の実用化にあたり、更なる有望地域探索、詳細調査における評価手法として
活用が期待される。

共同研究機関（または協力機関）：産業技術総合研究所、北海道大学、地熱技術開発株式会社 ほか

公募型研究

再エネ導入拡大のため、大規模地熱発電の実現に向け、
有望地域・資源量（発電能力）の評価手法が求められている。

１ ２有望地域・資源量評価手法を開発 道内で有望地域を抽出し、資源量を評価
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従来型および次世代型地熱発電の
ターゲットとなる地熱資源貯留層（模式図）

道内最大規模である北海道電力森地熱発電所
（25MW)の４倍以上の発電能力を推定

※NEDO資料に加筆

従来よりも
深部・規模大

マグマ由来の塩水

天水

資源量評価

19

問い合わせ：エネルギー・環境・地質研究所 電話：011-747-3521（代表）
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期待される効果


